
草加の住宅街に畑を構える「chavipelto（チャヴィペルト）」

は、江戸時代から続く農家の5代目・中山拓郎さんが、若い

スタッフと運営する有機JAS認証の都市型ファームです。先

代までは市場出荷を行っていましたが、味より物量で価格

が決まる仕組みに違和感を覚え、「誰のためにつくるのか」を大切にする

農業へと歩みを重ねてきました。チャヴィペルトで提供する野菜や惣菜

は、日々の食卓を支える存在として地域の人々に親しまれています。その

取り組みは都心へも。季節の節目には、シェフをはじめ様々な業態の人た

ちが畑を訪れ、旬の野菜と向き合いながら本来の味わいを生かした料理

が生まれるなど、その出会いが新たな販路へと繋がっていきます。新鮮で

旬のものを、使う人や食べる人の顔を思い浮かべながら届けられること。

その距離感こそが、都市の中で育まれてきた農業のかたちです。
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創造性や高い付加価値を追求する都市型産業を実践する中で、市外の方々にもその価値を認められ、
関係性を育んでいる2つの事業者を紹介します。

あなたのビジョンが、草加のビジョンに。

草加市 自治文化部 産業振興課 リノベーションまちづくり推進係
048-922-0839（直通）／ sangyosinko@city.soka.saitama.jp SOKA 
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草加にある「ecoma coffee」は、2018 年に生まれた
スペシャルティコーヒーの専門店。丁寧に焙煎した一
杯とともに、地域のこどもたちの登校を見守ったり、
地域の日常にそっと寄り添ってきました。2024 年には

押上・業平の「ことまちベース」に 2 号店「THE MORNING 
FOLKS OSHIAGE」をオープン。Chavi Pelto さんをはじめ、草加
で育んできた生産者やつくり手とのつながりを大切に、周囲の “ い
いもの ” から発想したメニューを届けています。草加と押上、二つ
のまちを結ぶこの挑戦。現在は草加の魅力を押上へ届けていますが、
今後は押上で生まれた出会いや価値を草加へ持ち帰り、沿線にや
さしい循環を広げながら、地域に愛され、一日を気持ちよく始めら
れる場所を目指しています。
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そうかリノベーションまちづくりに関わるプレイヤーの新たな展開

リノベーションまちづくりに関心がある方、何かやってみたい方は下記にご連絡ください

ご連絡窓口

2025 年度　そうかリノベーションまちづくり報告書

そうかリノベー
ションまちづくり
構想の検討

■ 2015
家守会社初主催
のマーケットを開
催

■ 2017
リノベーションス
クール対象案件2
案件の事業化

■ 2019
谷塚駅周辺エリアで初
のリノベーションス
クール開催、リノベー
ションスクール対象案
件｜案件の事業化

■ 2021
リノベーションスクー
ル対象案件1案件の事
業化、企業版リノベー
ションスクール@そう
か開催

■ 2023
家守育成プロ
ジェクトの開始

■ 2025

草加市では、2015年度から「そうかリノベーションまちづくり」を推進して
きました。 約10年の活動の中でリノベーションスクールを中心に、志のあ
る市民がまちなかに実在する遊休不動産や様々な地域資源を活用して新
しい暮らしの価値を育み、複合的に地域経営課題の解決にも繋がる事業
やプロジェクトを創出してきました。
そして2024年度のリノベーションスクールでは、「そうかミライ会議」と称
し、そうかリノベーションまちづくりに関わる市民等が主体となり、そうか
リノベーションまちづくりの次の展開について検討がされました。そうかミ
ライ会議の中では、地域で活動する個人や企業等とさらにつながりを広
げていきたいという考えが示され、行動としてのプロジェクトも提案され、
実際に動き始めました。
　今年度（2025年度）は、それらの想いを踏まえながら次なるステージと
して家守育成プロジェクトを開催しています。これまで、そうかリノベーションまちづくりでは、まちに想いを持つ、たくさんの人材を発掘してきました。
そうした方々も含めてエリアの大小は問わず、自分の想いのあるエリアで革新的な変化を起こせる人材を育て、その活動に共感する方々がつながりを
持ち、多様な都市型産業が誕生することにより、そうかのまちの多くのエリアで「楽しい日常」「豊かな日常」が実現されていくことを目指しています。
最後にリノベーションまちづくりの特徴にもある民間主導、行政支援の言葉のとおり、そうかリノベーションまちづくりに関わる民間の方々が望む「欲
しい暮らし」をそうかリノベーションまちづくりのビジョンにしていきたいと思います。

あなたのビジョンが、    草加のビジョンに。

各社のビジョン

THE NEXT DECADE AHEAD

「草加駅東口周辺
にぎわい創出基本
計画」策定に向けた
庁内調整会議設置

■ 2014

そうかリノベーションまちづくりのあゆみ

挑戦の積み重ねが景色を変える - 草加が目指す次の10 年とは -

「草加駅東口周
辺にぎわい創出
調査」の実施

■ 2013

第１回リノベー
ションスクール
@そうかから第1
号案件オープン

■ 2016
リノベーションス
クール対象案件6
案件の事業化

■ 2018
草加初の都市再
生推進法人指定、
新たに谷塚駅周
辺にも事業を展開

■ 2020
マーケットの学校
inそうか、企業版
リノベーションス
クール啓発講演
会開催

■ 2022
リノベーションス
クール対象案件1案
件の事業化、そう
かミライ会議開催

■ 2024

構想策定を皮切りにそ
うかのリノベーション
まちづくりがスタート！

2016～2019 年度の４年間
旧日光街道周辺をモデル
エリアにエリアの価値を
高めるパイロットプロジェ
クトが 9 件実現！

2020年度には 
谷塚エリアにも展開

2024年度からは培った人的ネット
ワークを土台に民間主導でのまち
づくりをさらに推進する体制に

空間資源、産業・文化・歴史資源、
人的資源を活用し、複合的に地
域経営課題の解決を図ると同時
に、ニーズに合ったまちのコンテ
ンツ（都市型産業）を創出します。

それらのコンテンツによって、新
しい暮らし方（ライフスタイル）
や新しい働き方（ワークスタイル）
を生み出し、地域経済の活性化
を図ります。

これらのコンテンツが機能するこ
とによって、ベッドタウンにおける
新しい都市型コミュニティが形成
され、地域に暮らす一人ひとりの
生活環境に合った、それぞれの快
適な暮らしのスタイルを創造して
いきます。

地域へ想いを持った
民間事業者たちが一斉に動き出している

＃職場も好きなもので囲まれる  ＃ジャンルを越境した仕事  ＃チャレンジしたくなる環境がある  ＃職住近接

＃顔が見える人から買う  ＃学生時代にもまちで思い出ができる  ＃自然を感じる心のゆとりがある  ＃好きを突き詰められる場所がある
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都市型コミュニティの形成

快適な暮らしのスタイル

都市型産業

新しい暮らし方

新しい働き方

例：短時間労働、ワークシェアリング、
多業（マルチワーク）等

消費

生産

経済
循環

経済
循環

都市型コミュニティの形成

公共空間活用×
インキュベーション

不動産相続×
地域包括ケア

ものづくり工房×
コミュニティ

不動産×
学生支援

まちの小さな開発×
顔の見える生活圏を育む

職住近接の
新しい働き方の提案

人をつなぐ設計事務所 ×
チャレンジしたくなる場作り

公園活用×
生活圏でのリフレッシュ

お気に入りの飲食店と
サウナのある職場

生
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都市型産業

新しい暮らし方

新しい働き方
経済循

環

マーケット×
新旧住民の新たな関係性

経
済

循環

民間主導の
草加のビジョン

： 草加市 自治文化部 産業振興課 
： （株）リノベリング
： パンダ合同会社
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A TOWN ROOTED IN OUR COMMUNITY.
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Roots

S and

第1回リノベーションスクール＠そうかから誕生した「シェアアトリエつなぐば」。長く草加の暮らしに寄り添ってきたこの場所は、代表の小
嶋さんと松村さんが子育ての真っ最中だった頃、働く親が子どもと一緒でも無理なく過ごせる場所を思い描いたことから生まれました。運
営を始めて7年。いまでは活動が新田エリア全体へと広がり、場の使われ方も少しずつ変化してきました。子どもたちが成長した今、「子連れ
でいられること」を特別な価値として掲げ続けるのではなく、当たり前の風景としてまちに根づいていってほしい。そんな思いが芽生えてい
ます。これからは、子育てという枠にとらわれず、それぞれが自分なりの“ワクワク”を持ち寄れる場所へ。つなぐばは、7年を経て次のフェー
ズへと歩みを進めています。

ふくちゃんが思い描いているのは、シェアアトリエつなぐばの目の前に広がる公園を活か
した場づくり。ふくちゃんはアウトドアや自然が好きで、公園でもアウトドアを通して非日
常を味わうことができたらと考えています。近所の人にも開かれた場所を目指し、夕方の
散歩や週末の焚き火を通して、身近でアウトドアを楽しめる日常をつくろうとしています。

Rootsは、地方創生に取り組む会社です。私たちが考える地方創生とは、コミュニティを先
につくることではありません。事業をプロデュースし、仕事が生まれ、雇用を通じて人が集
まり、自然にコミュニティが広がっていくことです。草加を拠点に、プロモーション事業や
BPO事業を展開し、東京のトップ企業と取引。求められるのは、東京の最前線と同じクオ
リティとスピードです。成長産業の第一線で活躍する企業と向き合いながら、受託にとど
まらず、新しい事業づくりに挑戦しています。目指しているのは、「草加から東京へ通う」暮
らしではなく、「草加で生活し、草加で東京の仕事をする」暮らし。携わる仕事や報酬は東
京基準。暮らしは草加で、自分らしい選択を。徒歩や自転車で通勤し、満員電車に乗らな
い日常が、ここにはあります。仕事に、誇りを。暮らしに、余白を。Rootsは草加から、新しい
働き方と暮らし方を提案しています。

ボブさんは草加に暮らして12年。当時は知り合いも少なく子育てを孤独に感じていました
が、新田の駅前で開催していたマーケットに足を運んだことをきっかけに、人と繋がるこ
との安心感や新田の面白さを感じ、自身も駅前にふと立ち寄れば誰もがつながれる風景
をつくりたいと思うようになりました。地域の人も、外から来た人も、ひとりの人も排除し
ない、緩やかなつながりの場をつくりたい。そんな想いを胸に、駅前でのマーケットを開
催予定です。

築90年の古民家をリノベーションした「にわのば」は、「お庭とともに四季を感じる」をテーマ
にした複合施設です。お弁当やケーキ、着付け、写真スタジオ、キャンドル、リラクゼーション
など、多様なつくり手が集い、地域の人が自然と行き交う場として親しまれています。 運営に
関わるひろみさんと大家である父親は、ふらりと立ち寄った人が懐かしい気持ちでゆっくり
過ごせる場所として、もっと地域にひらいていきたいと考えています。今後は住民が主役とな
り、和のしつらえを活かした体験を通して、この場所を地域とともに育てていきます。

S andは、建築士の佐藤さんと、営業の千葉さんによる二人組の設計事務所です。掲げて
いるのは「まちと歩み、ひとを紡ぐ設計事務所」。建てて終わりではなく、完成後にどのよ
うな活動が生まれていくのかまでを一緒に考え、使い手が自由に関われる余地を残した
建築と、そこに関わり続ける姿勢を大切にしています。拠点とする谷塚は、かつて豊かな
日常が息づいていた一方で、今は寝に帰るまちになりつつあります。S andは、日常のなか
でふと立ち寄れ、人と出会い、何かが始まる「寄りどころ」となる場づくりを目指していま
す。自分たち（S）だけでなく、誰か（and）と共につくる拠点を中心に地域とつながり、設計
を通じてかつて賑わいのあった商店街のシャッターを一つひとつ開け、まちの日常に、余
白と楽しさを取り戻していきます。
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｜　草加で雇用とつながりを育み、まちに循環を。「Rootsがあって本当によかった」と喜ばれたい

つなぐば家守舎 ｜　地域に寄り添った暮らしの再編集をしていきたい

｜　谷塚で暮らす人の出会いや好きが生まれるような、日常の寄りどころを一緒につくりたい

草加市にある創業63年のネジ屋「小林鋲螺株式会社」。その3代目である小林好輔さん
は、後継者であると同時に、一級建築設計事務所「スタジオスクリュー」の代表でもあり
ます。町工場に生まれ、建築設計の現場で育ってきた自身のルーツと職能を重ね合わせ
ながら、いま小林さんが見据えているのは、まちとものづくり、そのつながりの再設計。金
属・樹脂加工など、まちの人が普段触れる機会が多いとはいえない製造業ですが、培って
きた技術や知恵を、雇用の創出や技術継承、そして日々の暮らしへと役立つかたちで還
元したいと考えています。その一歩として見据えるのは、自分自身の拠点を、美しい町工
場の製品に触れることのできる場所として、草加のまちに開くこと。暮らしとものづくりが
もっと身近になれば、ゆくゆくはまちの新たな産業へも育つはず。それは草加の未来を創
る大きな力になると確信しています。

スタジオスクリュー ｜　ものづくりと暮らしの距離がぐっと近づく拠点をつくり草加の創造力を育みたい

株式会社アークスは、草加市を中心に展開する地域密着型の塗装会社です。2024年から
は不動産事業にも取り組み、中古物件の購入仲介やリノベーションを通して、“暮らし”を
起点にしたまちとの関わりを広げています。そして今、アークスの統括部長である松山さ
んが目指しているのは、地域の人と学生がゆるやかにつながる拠点づくり。
大学生向けの戸建て賃貸を舞台に、学生が自ら企画を立ち上げ、地域と自然につながり
がもてる場を構想しています。その背景には、松山さんの教育への強い思いが。かつて学
習塾の運営に携わり、子どもたちと向き合ってきた経験から、若い世代が地域の中で育
ち、いずれ戻って働ける土壌の大切さを実感してきました。日々の“暮らし”の延長上に人
と人がつながり、世代を超えた関係が続いていく。アークスは、そんな循環のある草加の
未来を描いています。

アークス ｜　地域の方 と々学生をつなぐHUBとなり、 多世代が交流できる拠点を作りたい

リヴは、不動産と建築を本業に、拠点ではカフェも運営しながら、住まいや場づくりを通
して人の暮らしに寄り添ってきました。現在、新たに構想しているのが終活コンサルティン
グサービスです。不動産や建築の専門性を活かし、相続に関わる土地や建物の活用、売
却、賃貸までを一体的に支援していこうとしています。背景にあるのは、親族や友人、過去
の顧客から寄せられる相続相談の増加です。特に相続では、表に出にくい家族間の行き
違いや感情のもつれが生じることも少なくありません。リヴは当事者同士だけで抱え込
みがちな状況に対し、これまでの経験をもとに、気持ちと現実の両方を整えながら、安心
して次の段階へ進めるためのサポートを得意としています。これまで民生委員として活動
してきた知見と、リヴがもつ福祉団体、行政とのネットワークをもとに、相続のその先の暮
らしまで見据えた伴走で、安心して年を重ねられるまちをつくっていきます。

リヴ ｜　不動産相続&地域包括ケアの草加モデルをつくりたい

草加で20年以上カフェギャラリーコンバーションを営む今井さんも関わる奏草舎。その奏
草舎が手がけるのが、まちの人の”交差点”として生まれた「SOSOPARK」です。かつての日
光街道と今のメインストリートが交わるこの場所では、店主のこだわりが詰まった美味し
いものや素敵なクラフト作品に出会えたり、時には地元出身のアーティストによる生演奏
が楽しめたり。それぞれが思い思いに過ごせる心地よい空気が流れています。また、今井
さんが楽しみにしているのは、提灯の下に約束がなくても自然と顔なじみが集まり、ぎゅ
うぎゅうになってお酒を楽しみながら語り合うひととき。そんな愛おしい日常の一コマを、
これからも大切に残していきたいです。ぜひ、この場所を一緒に楽しんでみませんか？

奏草舎 ｜　ふらりと立ち寄りたくなる場所に育てて行きたい


